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―表紙写真由来―

　人の記憶―　川沿いや貯水設備など水場のそばにはなぜ桜が多
いのか，という話題はよくある。そのおさらいをすればいつもこ
うなる。――始まりは新田開発が盛んになった江戸時代にさかの
ぼり，川が氾濫して土手が決壊する打撃が相次いで，その対策と
して桜の植樹が広まった。というのも桜の根はしっかりとしてい
るので土手を補強する上で役に立つ，そしてまた花見客が訪れて
土手が踏み固められて土壌強化に貢献するから，と。
　いまもなお，たとえば東京では隅田川沿いや目黒川沿いの花見
が風物詩になっているが，土手の強化策から始まって川の流れや
ため池周りの春の桜はセットとなって私たちの原風景となったの
である。原風景といわれるものの多くは，手つかずの自然をいう
のではなく何らかの利を得るために改造されてきた自然の姿だと
いってもいいだろう。
　長野の佐久地方に流れる五郎兵衛用水は，かつて武田家に仕え
ていた家系を引く市川五郎兵衛が徳川家康から領地を預けられ
て，用水がない佐久地域の新田開発を目的として建設されたもの
だという。

　蓼科山中の湧き水を水源として，トンネルを穿ち，台地と台地
の間の低地には盛土をして水路をかさ上げし，川の上を渡す掛樋
もつくって険しい地形に広く水を配したのだという。荒れ果てた
草原は一望の水田地帯になった，という歴史だ。
　私たちはこの 20 kmにも及ぶ用水路がどのように維持管理さ
れてきたかということにも想像を巡らせなければならないかもし
れない。五郎兵衛が私財をなげうってという個人の美談で済ませ
られる話ではない。春には落ち葉を取り除き破損箇所を修復する
普請および管理する普請に加え，夏の「小破繕い」もあわせ，年
間を通じて 7,000 人ほどの人力，すなわち，隣村も合わせて 1軒
当たり 35 人ほどの人足を出さなければまかなえなかったという
のだから，一体どうやって農民の生活は成り立っていたのかも不
思議に思える。整備されて，桜を愛でながら流れる用水路のよう
に見えるこの写真を見つめていると，いまに続く用水の歴史と携
わった人々の顔のさまざまが目に浮かんでくるようだ。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）

【表紙写真講評】先人の偉業を称える五郎兵衛用水（才川知利）
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